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節十泡
(

ニ七六

)

雜
錄
資
金
需
'用論

何

人

も

之

れ

以

上

に

で

取

引

を

な

す

を

禁

せ

ら

る

:°
且 

外

國

決1

は
日
々
全
國
爲
滕
銀
行
を
し
て
爲
i

質 

額
®

に
其
差
辦
を
報
吿
せ
し
め
，
之
に
依
つ
.て
對
外
爲 

昝
の
需
給
を
按
配
し
"

且
.は
轉
賣
文
は
投
機
の
爲
め
買 

®

を
な
す
を
防
が
ん
す
る
な

6

。
-從
つ
て
銀
行
は
輸 

入
業
者
其
他
の
需
要
?>

る
に
ぁ
&

ざ
れ
ば
、
獨
立
し
て 

對
外
爲
#

を
買
入
.

る

、
を

得

ず

。
右

外

國

決

濟

課

.の
設 

け
ら

れ
し

は
本
年
ニ
ガ

八
日

の

こ

と

な

る

が
、
»

投

機
一
 

を
防
，
ぎ1

節
上
幾
何
の
效
银
を
致
し
れ
る
に
就
て
は
宋
一 

だ
茲
に
斷
定
す
る
の
睁
期
に
達
せ
ず
。
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次
號
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ラ
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鹄
。老
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ク
ロ
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ネ
J
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w
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U
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0

B*「

ク
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v」

l
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*
ニ
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眷

§

1

?
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日

本

再

圆
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付
；
 

炎
0会
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S
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8

ー
六
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来

國
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卯

に
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S
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l
k
i
l
'
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第
八
號

1

四
〇

金
Hi?rra
用

論

:

.

高
城

.

仙
次
、郧

'

-
利
子
步
合
決
定
の
法
則
に
關
す
る
學
說
中
最
も
有
力 

な
る
も
の
は
ク
ラ
ー
久
、

力
！

バ
ー
等

に

依

り

て

代

表 

せ
ら
る
、
限
界
生
產
カ
說
並
に
ベ
ン
バ
i

ル
ク
、
フ
ィ 

シ
ャ
\

ス
、
タ
丨
の
唱
ふ
る
M

ff
i

時
差
®
な
り

ヾ
し
す
。
此 

雨
，者
は

1

派
の
學
翥
に
依
5

て
互
に
氷
灰
相
容
れ
ざ
る 

も
の
な
る
が
如
く
に
看
做
さ
る
れ
ど

、

實
は
兩
潘
問
に 

何
等
衝
突
す
る
所
な
く
、
唯
だ

1

眞
理
の
異
な
れ
る
方 

面
を
說
き
れ
る
-
が
故
に
人
を
し
て
M

»
せ
し
め
れ
る
の 

み
。
先
年
セ
タ
グ
マ
：
シ

は

其

『

原
論』

.に
於
て
雨
者
の
調 

和
を
圖
り
た
る
が
"
氏
の
試
み
は
綜
合
的
な
る
も
>«i 

的
な
ら
ざ
る
；憾
な
き
を
.

得
ず
.
。
余

は

®

に
利
子
步
合
の 

研

究

を

企

て

本

誌

.四
月
號
に
於
て

r

利
子
步
合
：の
解
剖

』

 

な
る
題
下
に
利
子
が
：純

利

子

"

保

險

料

並

に

手

數

料

ょ 

成
る
こ
と
を
說
明
せ
る
序
に
何
等
の
危
險
年
數
を
伸

は
ざ
る
圾
合
に
利
子
步
合
を
決
宛
す
る
も
の
は
資
金
の 

需
用
並
供
給
な
り
ビ
論
じ
れ
る
が
、
此
說
明
は
英
國
派 

の
學
漭
が
曾
て
與
へ
た
る
説
明
に
し
て
"
楚
れ
丈
け
に 

て
は
利
子
步
合
決
宛
の
法
則
を
踽
明
す
な
.
こ

v
j

を
得 

中
。
吾
人
は
進
ん
で
資
佥
の
髂
用
並
に
供
給
が
如
何
に 

し
て
定
ま
る
や
を
知
ら
ざ
る
可
炉
ら
ず
。
本
槁
に
於
ズ 

論
ず
る
は
即
ち
其
前
半
資
金
需
用
の
原
因
な
h

i

す
。
 

余
は
以
下
本
論
に
於
て
持
說
に
對
し
て
生
*

カ
說
ビ

價 

値
時
差
說
€

を

合

理

的

に

加

味

配
*]
し

利

子

步

合

決

定 

の
? 1

則
を
紐
織
的
に
說
明
せ
ん
と
企
て
た
り
。

.

第

1

節

S

融
通
階
級
內
の
需
用.

贷
借
に
M

等
の
危
險
並
に
手
數
の
伴
は
ざ
る
場
合
に 

1

定
の
時】

定
の
融
通
階
級
s

r:

內
R

於
け
る
純
利 

子

步

合

が

其

時

其

融

通

階

級

內

に

於

け

る

資

金

(

註
一
一

)

 

の
需
用
^

供
給
匕
の】

致
す
る
點
に
於
て
定
ま
る
も
の 

な
る
こ
ビ
は
K

に
論
述
せ
し
所
な
る
が
、
吾
人
は
今
や 

進
ん
.
で
先

づ

本

論

に

於

て

何

故

：に

ー

定

0

利
子
步
合
の 

下

に

は

勺

定
の
資
金
の
徽
用
ゎ
む
.、

叉
利
子
步
合
の
騰

..婼

十

卷(

ニ
.
七
七)

.

雜

錄

資

金

需

ボ

.
論

落
す
る
.
に
從
ひ
、
何
故
に
資
金
の
需
用
が
反
比
例
に
增 

減
す
る
も
の
な
る
か
を
|«

明
せ
ん
ど
欲
す
。

.

I
.

市
場
に
於
け
名
或
貨
物
に
對
す
る
需
用
が
普
通
數 

十
人
數
西
人
需
用
の
總
额
な
る
に
外
な
ら
ざ
る
^
同
じ 

j 

く
、

一
融
通
階
級
内
に
於
け
る
資
金
の
：窗
用
も
多
人
败 
\

の
資
金
に
對
す
る
.個
々
の
需
用
の
合
訐
に
過
ぎ
ざ
る
な 
j

ぅ
。
假
b

に

一

融
通
階
級
內
R

於
け
る
資
金
の
：窗
用
豬 

が
說
述
を
筒
明
な
ら
し
ひ
る
爲
め
に
僅
か
に
甲
、
乙
、丙 

三
人
な
り
^

;

せ
ば
、
左
表
に
示
す
が
如
き
各
個
人
の
需 

用
對
全
需
用
額
の
關
係
を
假
想
ず
る
を
得
可
し
。

r

利
子
歩
合
金
需
用
額
ブ
田

-

の
黯
;«
.

乙
の
需
用
丙
の
髂
用 

.
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五
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四

K
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瓦
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第

十

怨

(

二
七
八)

雜_

錄

箕

金

谣

州

論

斯
く
の
如
く
ー
融
通
階
級
の
售
用
總
额
は 

其
融
通
僻
級
內
に
於
け
る
谷
■

用
溝
の
.髒

..,

\

 

‘

,
 

用
の
總
針
ね
外
な
ら
ざ
る
も
の
な
る
が
、
 

此
關
係
を
觅
に
線
圖
を
以
て
示
也
ば
、
下 

の

如

じ

.
。
ノ
ノ

 

,

1

融
通
階
級
內
に
於
け
る
資
金
の
需
用 

が
备
個
人
§

需
用
额
の
總
钟
に
外
な
ら
ざ‘
：
.

る
は
前
述
の
如
く
な
る
も
、
各
■
人
の
需 

用
¥

な
る
も
の
.は
免
何
に
し
.で
&

ま
.る
や
一 

例
べ
ば
前
揭
の
«
^
例
に
於
け
る
申
は
何 

故
に
利
子
步
合
が
.〗

分
な
ら
ば
八
西
圆
の 

資
金
を
需
用
し
、
三
分
な
ら
ば
"

.四

西

五
!i
i
 

十

五

分

な

ら

ば

三
1-
|
|1

を
需
用
す
る 

や
。
恭
し
此
疑
問
を
解
決
す
る
こ
；/し
を
得
，

ば
"

一

融
通
階
級
內
の
：窗
用
が
如
何
に
し 

て
發
生
し
、
又
如
何
な
る
原
因
に
依
り
て

增
減
す
る
も
0,

な
.

る
か
を
|«
明

す

る

を

得
--

可
し
。
さ
れ
ば
吾
人
は
次
節
に
於
て
各
圆

站
八
號

人
が
如
何
な
る
場
合
に
資
金
を
需
用
し
、
.又
幾
何
の
資 

金
を
需
用
す
る
も
の
な
る
か
を
討
究
せ
ん
ぐ
し

欲
す
。

註一、

融
通
階
級
と
は
.何
ぞ
や

o

日
く
、
社
脅
の
各
.a

ii

他
の
m

.て
の 

人
と
贷
借
關
係
か
結
び
得
る
も
の
！_
L

€f'
o

致
氏
は
郵
便
敁
又
は
貯 

溶
銀
行
に
预
金
し
、
質
屈
高
利
贷
等
t

リ
f

財
し
.、
窩
竅
は
商
業
銀 

'

行
に
遊■金
をfi
t

け
同
じ
く
商
樂
鈒
行
ょ

リ
资
金
か
仰
ぐ
か
常
と

す
。
 

延
い
ズ
社
會
は
仙
等
幾
多
の
融
通
階
級
に
分
れ
れ
：A
じ
其
境
^
:
か
犯
一 

す
二
と
少
な
し
？
本
論
に
於
ズ

It
il
f
c

融
通
階
級
の

1

か
取
リ
飞
资
金 

の
需;H
か
說
明
す
る
t

の
な
リ
。

託
.
ニ
、
独
に
！？
资
金

』

と
云
ふ
は
貨
幣
迦
に
小
切
手
に
侬
り
て
代
表
せ
.ら 

る
ゝ
货
幣
の
耍
取
灌
务
綜
合
せ
る
も
の
と
す
。

第

H

節
各
個
人
の
需
用

.

1

融
通
階
級
內
化
於
け
る
各
個
人
の
資
金
需
用
额
が
.

 

如
何
に
し
て
定
ま
る
も
の
な
る
や
を
攻
究
す
る
に
當
り\ 

て
，
吞
人
は
先
づ
左
に
個
人
が
何
故
に
资
金
を
要
す
る| 

か
を
知
ら
んv

j

欲
す
。.

'

-

第

1

款
資
金
の
刖
途 

各
個
人
は
企
業
、
生
活
其
他
麵
々
の
目
的
に
充
つ
る 

爲
め
に
稲
々
の
财
貨
並
'
に

.
1 *
勞

を

必

喪

^
す
る
ヾ
し
同
じ

第

十

卷(

ニ
七
.九)

.
雜

錄

资

金

需

用

.

論

く

.,
常
に
多
少
の
资
金
即
も
貨
幣
並
に
貨
幣
要
求
權
を 

要
す
る
も
の
な
り

0
.
今

此

資

金

の

用

途

の

主

な

る

も

の 

を
ば
#

H

的

上
ょ
り
分
類
列
擧
せ
ば
左
：
の

如

し

。

1
、

生

辕
：

.

,:

ニ
、

娛

樂
- 

■

三
、
衛

生
 

' 

阀
>
 

敎
‘

W

一

五
、
冠
婚
葬
祭 

>

 

六
、
交

際
 

'

七
、
納

稅
'

■

_ 

.

.

八
、
舊
债
務
の
決
濟
.

九
、：
投

-資

'

此
等
九
.
種
の
資
金
用
途
ホ
第
九
は
主
ど
し
て
企
業
家 

の
み
に
係
る
も
の
な
る
が
、
他
は
維
て
の
個
人
に
典
通 

す
る
も
の
な
り
ビ
す
'0

次
に
、
資
金
の
用
途
を
ば
形
式 

上
ょ
り
分
類
せ
ぱ
左
の
如
し
。

.
一
、
貨

幣 

ニ
、
，貨
幣
®
求
權 

JH
、

財
貨
の
代
金

四
"

财
貨
の
賃
借
料
-—

^

地
代
、
家
貨
等

五
、
勸
勞
に
對
す
る
報
酬——

貨
鈒 

, .(

一)

貨
幣
資
金
は
時
ビ
し
て
貨
幣
の
儘
に
て
使
用 

す
る
を
5?

す
る)」

ヾ

」

あ
6

マ
換
言
す
れ
ば
、
fl

米
の
代

第
八
號



第
十
卷
：

(

ニ
八
〇〕

.

.雑
：
、

錄

資

.余
-■需

用

論

金

と

し

て

白

米

商

に

貨

幣

を

支

拂

ふ

際

：に
於
け
る
が
如 

く

手

段W
し
て
之
：を

用

ひ

す

し

て

、
貨

幣

の

交

附

興

物

が

！

m

的

れ

る

こ

ビ

あ

り

。
例
へ
：ば

舊

债

狢

の

_

濟

、
租 

稅
の
納
，入

ク

學

校

授

業

料

、
寄

附

金

の

支

拂

b
香
奠
の 

膾

與

等

に

は

普

通

現

金

を

使

用

せ

b
o

(

ニ)

貨

龄

耍

求

*

銀

行

に

當

座

預

余

を

有

す

^-
者
 

は

多

■

の

管

^

を

®

條

の
s
i

的

に

對

し

て

他

に

.交

别

す
 

る

を

恶

す

る

^
き

小

朝

^

を
以
て
之
を
支
拂
ふ
プ」

ヾ
し
あ 

t

此

支

挪

物

#

を

玆

に

貨

幣

要

求

權

と

稱

す

る

は

交 

附

せ

ら

る

、
も

の

は

貨

幣

其

物

に

非

ず

し

て

"
銀
行
に 

預

け

た
.る
貨
«

に
*

す

る

交

*

要

求

の

權

刹

に

外

な

ら 

ざ

る

を

以

て

な

ぅ

。

(

三T

 (

四)

並

に(

五

}

企

*

、
生

活

、
娛
樂
及
び 

其

他

の

目

的

を

達

す

る

に

は

財

貨

i

勤

勞

雨

者

を

要

す 

る
も
の
な
る
.が

、
各

個

人

が

典

必

要

と

す

る

財

貨

を

旣 

に

所

有

し

、

0

0

•動

勞

は

@

己

の

勞

力

の

み

に

て

足

る 

ビ

せ

ば

則

ち

已

む

。

さ

れ

ど

ー

新

ね

に

他

の

財

貨

を

入 

手

す

る

を

要

し

、

又

他

人

の

勸

勞

に

俟

つ

必

喪

あ

り

ビ

,

帑 <
1

1

四
四

せ

ば

、
、
其
財
©
:を

膽

入

又

は

借

用

し

且

つ

他

人

を

雇

#
 

せ
^

る

可

か

ら

ず

o
從

っ

.て

财

貨

の

購

入

に

は

代

金

， 

財

貨

の

借

用

に

は

賞

.贷

料

-
他

人

の

麗

儆

：に
は
賃
鈒
を 

ー

支

挪

ふ

を

耍

す

。
：.是
れ：

貨

幣

又

は

貨

幣

嬰

求

權

の

必

翦 

一

を

生

す

る

所

以

な

り

。
而

し

て

此

三

種

の

形

式

に

於

け

- 

る

資

金

の

用

途

. が

單

に

苹

段

：

VJ 
し

て

用

ひ

ら

る

、 

に
過 

ぎ

ざ

る

點

に

於

て

前i
T

■

の

用

途

ど

多

少

其

性

質

を

異 

に
せ
る
は
玆
に
«

々

す

る

の

要

な

か

ら

ん

。

| 

第

二

款

資

金

^

;«
の
«
生 

一

資

金

は

#*
述

の

如

き

«

々
の
2
1的

.に
充
當
せ
ら
.る

、 

j

も

の

な

る

が

' 
如

何

な

る

場

合

に

個

人

は

此

資

金

を

髂 

\

用

す

る

も

の

な

る

や

。
惟

ふ

に

各

個

人

は

上

文

に

列

擧 

^

せ

る

が

勿

き

柿

々

の

用

途

に

充

つ

可

き

資

金

を

耍

す

る 

も

の

な

る

が

’
若

し

或

る

個

人

に

し

て

一

定

の

日

に

於 

て

使

用

せ

ん

ど

欲

す

る

丈

け

の

資

金

を

現

に

M

有

げ

K
V 

ど
.せ
ば
"

其

個

人

は

資

金

を|
g

用
せ
.ざ

る

可

し

。

例
へ 

ば

：
此

個

人

が

大

1£
五

年

十

月

一 

H

R白

米

1

斗
の
代 

金

i

し

て

金

〗
圆

五

十

餞

、

子

笫

の

學

校

授

業

料

ど

し

i |

て

金

十

關

、
家

賃

S
し
て
金
三
.十

圆

、
商

品

仕

入

の

爲 

め
金
一
1

W圆

合

針

金1
1
:
6

四

十

一
.

園

五

十

錢

を

支

*

ふ 

ず」

ビ

を

要

す

る

も

、

一
一
W

五

十

圆

の

現

金

を

手

許

に

有 

す

る

か

1
或

は

鈒

行

當

座

預

金

1

し

て

金

ニ

西

圓

、
手 

許

現

金

^
し

て

金

五

十

圓

を

有

す

る
ビ

せ

ば

、

.
他

人

ょ
 

b
資

金

の

供

給

を

仰

ぐ

必

要

な

か

る

可

し

。
換
言
す
れ 

ば
、
此

個

人

は

其

際

資

金

を

需

用

せ

ざ

る

な

ら

ん

。
此 

理

は

莕

人

が

常

に

食

品

1
衣

服

、
家

具

等

を

必

要

せ
 

る

も

' 
茬

し

現

に

吾

人

の

所

有

し

且

Mつ
使
用
せ
る
^

料 

和

服

洋

服

、
什

器

等

が

吾

人

の

欲

望

を

充

杧

し

、
此
以 

外

に

新

た

に

何

物

を

も

®

せ

ざ

る

場

合

に

此

種

の

貨

物 

を
®

用

せ

ざ

る

の

理

に

異

な

ら

ず

。

さ
れ
ど
、
*
之

に

反

し

て

假

b

に
上
文
の
_

A
が
同
日 

即

ち

十E
T
1

H

に

所
有
す
る
貨
■

又
は
當
座
預

金

又

は 

兩

漭

の

合

計

が

支

拂

ふ

可

き

金

ニ

W

四

十f

圆
五
十
餞 

に

滿

れ

ざ

る

^
き

は

、
其

不

足

額

‘に
對
し
て
.其
個
人
は 

如

何

な

る

所

®

を

採

6
‘得

る

や

。

®
り
に
：> 
問

題

を

眾 

純

な

ら

じ

め

ん

が

爲

め

>
:
其

際

此

個

人

は

金

ニ

百

餘

圆

第

十

卷

(

二
八
一)

.

雜錄
資金
需用
論

の
-

支
拂
金
に
對
し
て
，現
金
若

L

く
ゆ
當
座
預
金V

J

し
て 

r

餞
だ
も
所
有
せ
ず
ビ
せ
ば
、
奢

ニ
1

丰

段

中

の

一

を
. 

選
ば
：ざ
.

る
を
得
ざ
る
な
&

0

、

1

、
白
米
0

代
金
、
授
業
料
、
：家
貸
等
の
支
拂
を
延 

.

.»

し
、
ぺ
商
ロ
叫
の
仕
入
を
中
止
す
る
，
J
.
i 

ニ
、.
不

足

额

全

部

を

借

用

す

‘

る
こV

J
_

 

.

(

三

'

不

足

，
额
0'【

部

を

借

入

れ

"

商

品

代

金

及

び

.
他
 

•

の

支

柳

のr

部

に

充

つ

る

こ

と 

換

言

す

れ

ば

，
親

.に

必

要

ど

す

る

資

金

を

.所
有
せ
ざ 

る

際

に

其

個

人

の

採

り

得

可

き

手

段

は(

一)

の
如
き
消 

極

的

方

策

か

、
或
は
：

(
1
1
)

の

如

き

績

極

的

方

法

炉

ヽ

或

.

は

又(

.三)

の
勿
き
折
^

策

な

b
 .VJ

す

。

M

に

•
換

言

す

れ
 

ば
：
採

る

可

き

方

法

、は

全

く

資
'金

を

借

入

れ

ざ

る

か

又

，

は
.全

部
借
入

办

る

，か
、
或

は

又

其

一

部

を

借

州

す

る

ゃ 

に
：在

6

ビ
す
。
此

理

は

吾

人

の

旣

に

所

有

し

.且

つ

使

用

.

せ

る

衣

服

、
.
什
器
等
が
：品
質
に
：於

て

或

は

數

蹵

に

於

て 

吾
人
の
'欲

望

を

滿

仅

す

-に

足

ら

ざ

る

が

、
或

は

又

別

に

'

_

新
作

に
他
の
物
品
拉
對
し
て
欲
望
を
感
讼
し
際
、「

吾
人
-

第

八

號

こ
_四
3£
.

.



笫

十

卷(

一
一
八 

一c

雜

錄

资

金
，
'

用
論

の
採
り
得
る
手
段
に
三
鋪
あ
る
に
異
な
ら
す
。
.
其

の
- 

は
衣
服
に
せ
ょ
、',洋
傘
に
せ
ょ
、
將
た
又
自
動
窀
に
ぜ 

ょ
、
.
'總
て
入
手
せ
ん
，

」

e

を
欲
す
，る
物
を
ば
悉
ぐ
膦
入 

す
る
に
在
り
。
其
の
ニ
は
總
て
此
等
物
品
の
購
入
を
延 

細
し
て
欲
®
.を
抑
制
す
る
に
花
り
。
：其
の
三
は
其
中

i

 

部
分
を
購
入
し
以
て
欲
望
を
充
足
し
、
殘
部
は
延
期
す 

る
に
#

せ
り
。

而
か
も
前
述
の
場
合
に
於
け
る
が
如

f
資
金
の
入
用 

の
生
せ
.
じ
際
何
故
に
個
人
は
或
場
合
に
消
極
的
竿
段
を
. 

採

ス

或
場
合
に
は
穑
極
的
手
段
を
選
び

、
又
或

る
® 

合
に
は
折
衷
的
方
法
を
用
ゆ
る
か'C 
.

換
言
す
れ
.
ば
、
何 

故
に
彻
人
は
資
金
の
必
要
な
る
際
に
之
を
他
ょ
り
借

& 

入
る
、
か
"

又
何
故
に
之
を
借
入
れ
ざ
る
か
、
又
單
に 

其
一
部
を
借
入
る
、
こ
ビ
あ
る
か
。

M

に
換
言
す
れ
ば 

#
人
の
資
佥
雷
用
の
有
無
高
低
を
姥
む
る
も
の
は
何
な 

り
や
.

是
れ
次
に
3»

口
人
の
艰
51

す
S
を
要

-t

る
所
な
り

^

9

0

第
三
款
資
金
需
用
の
決

定

：

：

第
八
號
：

1

四
六

;

一
資
金
に
對
す
名
個
人
の
爾
用
を
決
定
す
る
も
の
は
旣 

に
僩
人
0
屬
す
石
融
通
階
級
抅
に
於
て
足
ま
り
れ
'る
利 

子
步
合
並
^

個
人
1:
對
ず
る
資
金
办
價
値
峙
差
の一
一
原 

因
な
り
ど
t

o 
.然
&

ば
旣
：に
定
ま
b
.た
る
利
子
步
合
並 

「

に
資
金
の
價
値
時
差
と
は
何
ぞ
や
、
又
兩
著
は
如
何
に 

し
て
個
人
の
資
金®

用
.额
を
定
む
る
も
の
な
な
や
。

» 

第
.

，

一

項

：？
旣

存

の

利

子

步

合
，

•

資

金

に

對

す

る

個

人

の

需

用

を

«

む
，る
ー
原
因
た
る 

利
子
步
合
は
個
人
が
資
金
借
入
れ
の
必
恶
を
感
じ
た
名 

際
に
其
融
菰
階
級
內
に
於
'て
貨
借
の
標
準
ぐJ

し
て
用
ひ 

ら
^

居
る
利
子
步
合
を
指
す
も
の
な
り
。
例
べ
ば
或
る 

個
入
が
大
正
五
年
十
月
1 

2

!
に
金
百
圆
を
借
入
る
の
必 

要
を
威
じ
れ
る
ど
き
、
其
以
前
既
に
同j

階
級
內
に
於 

て
他
の
個
人
が
年
2£

分

に

て

資

金

を

貸

借

し

つ

、
あ
り 

ビ
せ
：ん

ヵ‘
其
年
$

分
が
即
ち
菩
人
の
所
謂
»
に
定
ま 

り
ね
る
利
子
^

合
な
.
^
.
ど
す
。
«

に
吾
人
は
利
子
^
八口 

は
資
金
の
®

用
V
J

供
給V

J

に
依
り
て
^

ま
る
も
の
な
；CN

 

i

論
じ
た
る
に
、
今
兹
に
資
金
.

の
.！
i

用
を
定
む
る
も
の

.
は
利
子
步
合
な
h $

云
ふ
は
：.1

見
循
環
論
な
る
が
：如
く 

な
る

も
實
は
然
&

す
。
如
何
ブレな
れ
ば
、',此
兩
利
子
步 

合
は
同
一
;
の
も
の
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
詳
言
す
れ
ば
、

前
翁
ば
興
個
人
が
資
金
を
實
際
に
借
入
る
、
際
に
定
ま 

る
步
合
に
し
で
ゝ
後
考
は
其
個
人
'が
資
金
を
借
入
る
、 

以
前
に
旣
に
定
ま
6

居
た
る
刹
子
步
合
な
6

と
す
。

此
兩
者
は
性
質
に
於
て
異
な
れ
り
V

J

«

も
、
必
中
し
. 

も
.常
に
其
率
を
興
に
す
る
も

の

な

り

ビ

云

ふ
„」

ビ

を
得 

ず

。
如

何

ど

な

れ

ば

：
'

小

融

通

階

級

內

に

於

て

一

個 

人
が
突
然
多
額
の
資
命
を
惜
用
す

る

が
如
き
こ
i

あ
ら 

ば
、
31

以
前
に
利
子
步
合
が
fz
f

分
に
$

•

ま
り
居
f̂
p
ビ
 

す

る

も
"

此
多
额
の
資
金
の
®

借
に
依
り
て
利
子
は
騰
，
 

貴
し
て
六
分
、
七
分V

J

な

る

こV
J

あ
る

可
け
れ
と
も
、

'

T

定
.
の
時
.
に
於
け
る
資
金
の
窗
用
が
金
ー
'
圆
ゝ
ニ
圆
ビ 

云
^

が

如

き

少

额

な

ら

ば

"
刹

子

步

合

は

何

等

の

影

響 

を
藥
ら
ざ
る
こ
ビ
わ
'

る
可
け
れ
ば
な
レ
。
 

y
 

上
述
の
理
は

j

食
物
の
市
®

ビ
此
貨
物
に
*

す
る

j 

個
人
の
雷
用
ビ
の
關
係
に
興
な
、b

ず
。
:

即
ち

|

貨
物
の
，
 

m

十 f

 

(
一
!

八1:1)

雜

錄

.

fe
.

金

■

/!
!

論

市
價
は
篇
貨
物
に
對
す
る
各
個
人
の
需
用
の
總
额
と
其 

'
.货

物

の

供

給

の

總

额
:̂

の一

致

す

る

點

に

於

て

定

ま

る 

も
の
.

な
る
が
、
此
貨
物
に
對
す
る
.f
個
人
の
需
用
を
定 

む
る
は
此
個
人
に
對
す
る
此
貨
物
0

敖
用
ビ
此
腩
人
が 

此
貨
物
を
購
買
す
.
る
，以
前
旣
に
宛
ま
b

居
れ
る
市
價
ビ 

|

の
一
一
原
®

な
b

、？
而

し

て

此

個

人

が

購

買

す

る

V
J.

き
の 

市
價
ビ
興
以
前
の
市
價
が
同
一
，物
に
非
ざ
る
は
勿
論
な
' 

一
り
と
す
。

:

■
:
.
 

'
.
第

二

項

：
資

金

の

惯

値

時

差 

'
次
杧
資
金
の
價
値
時
差
ヒ
は
現
在
に
於
て
利
用
し
得 

一
る
一
定
额
.

の
資
金
-0

效

用

^
將

來
に
於
て
利
用
し
得
る 

|

同

類S

資
金
の
效
用
ヒ
の
差
を
云
ふ
。
例
べ
ば
' 

今
H
 

\

利
用
し
得
る
金
西
圖
の
資
金
极
明
年
の
今
日
刹
用
し
得 

る
金
百
圆
ょ
り
も
其
效
用
高
し
。：
人
に
對
し
て
今
日
0
 

茛
圆
を
取
る
か
.
明
年
の
：今
m

w

li

を
興
へ
ん
，や
i

問
'は 

U

.

マ
皆
な
言
下
に
今
H

の
亩
圆
を
肷
ら
ん
^

答
.ふ
る
な 

ら
ん
6 

#

し
又
今
日
の
西
剧
$

明
年
：の
：百
ー
；1
圆
^

の

T

 

を
選
ば
し
泠
な
ば
"

大
多
數
'
の
人
は
.

尙
ほ
今
口
.

の
1-
1

關

館
八
號
一
四
セ
.



站

十

卷

(

一I

八
四)

0

錄

W
.
金
需
-
用 

を
®

ぶ
な
e>
:

ん
。
M

に
今
H

0

w

il
i

 

_一
 

年
後
；の
百
五 

圆
i

の
'

一
を
選
ば
し
め
な
ば
、
或
人
^.

前
者
を
.
選
び
、
 

他
の

1

部
は
後
者
を
選
ぶ
可
き
も
、
.残
餘
は
孰
れ
を
選 

ぶ
可
き
か
に
就
き
て
禱
踏
す
る
こ
^

^

^

可
し
。
蓋
し 

此
最
後
の
人
に
對
し
.て
は
今
日
の
西
圆
ビ
一
ヶ
年
の
百 

五
圆
と
は
同】

の
效
用
を
有
す
.
る
を
以
て
仏
り
。
菩
人
. 

が
’資

金

の

價

値

時

差

ビ

稱

す

る

は

此

五

圆

の

差

に

外

な 

ず
。
翁
し
一
ヶ
年
を
德
準
ご
す
れ
ば
、
此
等
の
人
に
對 

す
る
資
金
の
偕
値
時
差
は
年
五
分
な
り
^

す
。

斯
く
の
如
く
現
在
資
金
は
將
來
資
金
と
の
間
に
價
値 

時
差
の
游
す
る
は
猶
ほ

.現
在
の
貨
物

i
將
來
の
貨
物
ビ 

の
間
に
效
用
の
程
度
を
異
に
す
る

R類
せ
り
。
例
へ
ば 

今

H入
平
し
得
る
衣
服
は
明
年
の
今
日
受
取
り
得
る
同 

秫
同
質
の
衣
服
ょ
り
も
效
用
高
し
。
而
，か
も
此
資
金
の 

债
値
時
差
は1

定
不
變
の
ぎ
に
非
中
し
て
、

1

、
人

.
ニ
、
：時

.
三
、
借
入
資
金
の
數
量 

を
興
に
す
る
に
從

.ひ
を

存

す

る

なroo( 
一
 )

te
に 

上
文
に
於
て

ll
f
f一不
せ
る
が
如
く
、
同

|

融
通
階
級
に
在

第

八

號

一

四
八

り
て
む
、
或
.
る
人
は
五
分
0

價
§

差
を
有
す
る
に
反 

し

,«
■
の

人

«

ニ

分

、

三

分

の

®

値
時
差
を
有
す
る 

同
時
に
九
分
、'

一
割
、

一
割
五
分
の
差
を
有
す
る
翁
.も 

?>

名
可
し
。(

ニ)

又
同
1

人
.

に
在
>
て
も
時
の
經
過
す 

る
に
從
ひ
其
惯
値
時
差
次
第
に
變
動
す
る
こ
、ヒ
あ
b

o
 

\

例
'へ
ば
本
年
五
分
の
偾
値
時
差
を
有
す
る
者
も
明
年
は 

一
六
：分
、
七
分
の
差
を
感
ず
る
こ
と
あ
る
可
し
。
M

に
極 

|

端
な
を
例
を
取
れ
ば
*
大
多
數
の
人
に
對
し
て
は
十
二 

\

月
三
十
一
日
に
^

け

る
®

員
時
差
は
其
翌
M

即
ち
翌
年 

|

の
元
旦
の
夫
れV

J

太
に
異
な
る
常
ど
す
o(

三)

次
に】

\

定
の
.人

に

對

す

る

ー

定

の

時

の

偾

値

時

差

が

其

人

の

其 

泛

借

入

る
\

資
金
の
數
f

t

の
多
练
に
應
じ
て
減
少
す 

\
る
こ
ビ
あ
b

o

例
へ
ば
、
大
疋
五
年
十
月

I 

R

の
朝
五 

分
の
價
値
.
時
差
を
荷
せ
し
人
が
其H

I

十
圆
の
資
金
を
借 

入
れ
た
り
ど
せ
ん
V

借
入
後
も
價
備
時
差
は
矢
張
り 

五
分
な
る
も
、
*

し
®

圆
を
借
用
せb

v
j

せ
ば
、
四
分 

九
厘
に
減
じ
，
千
圆
借
り
れ
h

i

せ
ば
、
四
分
五
厘
に 

減
じ
I
I
.萬
圆
借
受
け
た
りV」

せ
ん
か
、
M

に
減
退
し
て
_

四

分

內

外

.

V」

な

る

こ

ビ

あ

る

可

し

.0
借

入

資

金

' 

.

0 

.の
數
量
に
®

づ
く

®
値
時
差
遞
減
を
ば
線
圖
に 

て

1

般
的
に
示
せ
ば
下
の
如
し
。

斯
く
の
如
く
資
金
の
偾
値
時
翠
が
人
を
興に， 

す

る

に
從

ひ
、
间
一
人
に
•在

り

て

も

時
の
經
過 

す
る
に
從
；

V

又1

定
の
時
，に
於
け
る
同1

人
/
笫 

に
對
し
て
も
借
用
資
金
の
數
量
の
多
寡
に
從
ひ.
 

等
差
を
生
ず
る
は
一
貨
物
の
效
用
が
人•:*
.
時
、 

數
量
を
異
に
す
る
に
從
ひ
等
爰
を
生
ず
る
ど
同一一
 

一
の
原
因
に
因
づ
く
も
の
な
りi

す
。
.

.

第
三
項
個
人
的
資
金
需
用
の
決
定 

資
金
に
對
す
る
個
人
の
需
用
を
決
定
す
る
原
P
 

®
れ
る
利
子
步
合
ビ
偾
値
時
差
の

性
質
は
上
述 

の
如
く
な
る
が
、
.今
や
吾
人
は
煺
ん
で
此
兩
者 

■

が
如
何
に
し
て
個
人
の
資
金
需
用
額
を
決
足
す
；

る
も
の
な
る
か
を
|1
明
せ
ん
欲
す
。

/

假
り
に
人
あ
6

て
苦
干
の
資
金
を
借
入
れ
ん
, 

こ
ビ
を
欲
す
る
際
、
其
人
の
屬
す
る
.

融
通
階
級
'
:

第

十

卷(
1
1

八
at)

.

雜
.

.錄

.资

金

需

用
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館

十

猪
2

一
 

八
六)

雜

錄

資

金
.
需

用

論

内
に
於
、て
旣
R

.定
ま
れ
る
利
子
步
合
衫
年
八
分
な
る
に 

自
己
に
對
す
る
資
金
の
愤
値
時
差
が
僅
か
に
五
分
茬
じ
.; 

ぐ
は
六
分
乃
至
七
分
な
ら
ば
，
其
人
は
資
金
の
階
入
を
：
 

斷
念
す
可
し
。
是
れ〗

貨
物
に
對
す
る
或
個
人
の
評
價
. 

'

が
僅
か
に1

圆
な
る
に
,?

市
赝
が
ニ
圆
な
&

ば
、
其
因
. 

人
が
此
貨
物
を
»

入
す
る
こ
ど
'
な
き
に
異
な
£

ず
。
然

I. 

り
と
雖
-
も
ノ
若
し
資
金
の
馏
値
時
差
が
借
入
前
に
'於
て 

年
j

f

な

る

に

、
旣

定

の

利

子

步

合

が

僅

か

に

五

分

な

.
一 

■

ら
ば 
>

其
摘
人
は
幾
何
か
:0

齋
金
を
借
用
す
る
な
ら
ん
0 

|

_而
か
も
此
際
此
個
人
は
金
何
圆
を
借
用
す
可
き
か
。
段
' \ 

^

7 

{

11
-

ノ
に
f

す
る
r

ft

時
差
が
借
入
る
、

金

額

の

j 

少
に
依
り
て
在
の
如
ぐ
減
少
す
る
ビ
せ
ょ
。

：

俄
入
額
，
偕
入
後
の
似
値
肇
.

：
.
借
人
樹
.

借
人
後
の
'

似
■

差 

^
 

0 

九
分
1 

ニ
W

1X
■

八
分 

一
二 

W 
,0 

'七

分

•：

四
IT
il
: 

•

.
六
分

五

西

四

五

分

：

•

M

梦
 

七

珥

即

H

分 

フ

P

ク

-

即
ち
若
し
此
A

が
西
圆
借
入
る
.
.れ
ば
、
以
前
一
割
な 

t

僧
値
時
差
は
九
分
で
な
气.若
し
叉
一
.冒
圆
辟
甩

笫
八
號

1

31
:

0

十
る
と
せ
：ば
、'
八
：分V

な
ぅ
'
"六
诨
圆
借
入
る
、
ビ
せ 

は
、
‘' 四
分
と
な
る
.
.
假̂
®

せ
ょ
o

さ
す
れ
ば
若
し
叱
祭 

其

人

吵

僧
- A

ん
ヒ
欲
す
る
資
金
の
額
が
ニ
裔
圆
に
し
て 

^

乎
步
合
が
前
に
假
定
せ
る
が
如
く
五
分
な
り
ど
せ
ば 

其
入
は
三
瓦
圓
借
用
す
る
な
ら
ん
。
如̂
ド
}
な
、
ば
、

1
1

1

百
圆
借
用
也
る
後
に
»

け
る

資
金
の
®
値
時
差
は
七 

分
に
し
て
、
之
に
對
し
て
支
拂
ふ
利
子
は
僅
か
に
五
^

 

な
る
を
以
て
な
^

V。

換
言
す
れ
ば
、

H

W

11
I

を
借
人
る 

\

ビ
せ
ば
、
其
人
が
其
中
最
儉
の
百
圆
ょ
り
得
る
利
益 

は
七
职
な
る
に
、
此
13

圆
に
»

し
て
支
拂
ふ
刺
子
は
廣 

か
に
五
圆
に
過
ぎ
ざ
.

る
な
り
？

さ
れ
ど
苦
し
借
入
れ
ん
と
せ
し
金
額
が
六
西
圆
又
は 

夫

れ

以

上

な

ら

ば

"
實

際

其

人

の

借

れ

る

金

額

は

五

踩 

圓
な
る
可
し
。
如
何
ビ
な
れ
ば
、
五
西
圓
借
用
す
る
際 

に
於
け
る
，*
後
の
西
圆
の
便
値
時
差
は
刹
子
步
合
ど
同 

1

に
し
て
何
等
失
ふ
所
な
き
も
、
恶
し
六
百
圓
借
人
る 

.

\

i

せ
ば
、
最
後
の
W

圓
の
.僧
値
時
差
は
僅
か
に
四
分 

な
る
.

に
、
之
に
對
し
て
支
挪
ふ
可
き
利
子
の
步
合
は
依

笫

然
ビ
し
て
五
分
な
る
を
以
て
な
.CV

O

 

. 

'

,

由
是
觀
_

之
、
資
金
に
對
す
る
個
人
の
需
用 

は
倍
入
れ
.
後
に
.

於
け
る
資
金
の
僧
値
時
差
.が 

既
定
の
利
子
步
合
ょ
り
も
低
率
な
ら
ざ
る
範
.

K

內
に
於
て
定
ま
る
も
の
な
ぅ
^

す
。
今
此 

關
係
を

線

圖

を

以

て

，示
せ
ば
下

.

の
如
し
。

第
三
圖
中
點
線
は
旣
定
の
利
子
步
合
を
袄 

し
、
al
l

線
は
價
値
時
差
の
遞
減
を
表
ば
し
,

兩
、潘
の
交
叉
點
A

は
'
刹
子
步
合
ど
M

f i

時
差 

の1

致
す
る
處
を
指
示
せ
b

。
即
ち
個
人
の 

資
金
の
需
用
は
13
0

忙
均
し
き
额
な
る
炉
或 

は
夫
れ
以
下
な
6

と
す
。

•

以
上
論
述
せ
る
所
は
前
述
の
^
定
利
子
步 

合
が
.1

個
人
の
資
金
需
用
に
依
b

'て
佩
等
の 

影
響
を
蒙
ら
ず
し
て
其
借
入
後
に
於
て
も
依
'

然
^

し
て
同
^
を
保
つ
こ
ビ
を
前
提
ど
せ
る 

も
の
な
る
が
、
若
し
此
個
人
の
霞
用
高
が
其 

融
通
階
級
內
じ
於
け
る
日
常
の
«-

借
高
.に
比

節

十

猞(

一
一
八
七〉

雜

錄

資

金

韶

;I
i

論

_
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第
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(
1

l

A

八)

w

錄

资

命

0

用

論

じ
で
亙
額
に
上̂

W

せ
ば
"
.
借
入
前
の
利
子
步 

合
が
五
分
な
り
し̂

す
る
も
、
.
借
入
後
に
は
六 

分
又
は
七
分
に
上
る
ご
ビ6
る
の
か
な
ら
す
、

”

典
個
人
が
多
額
の
借
入
を
爲
す
こVJ

の
豫
報
其 

物
が
利
承
步
合
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
其

借

入

に

：

際
じ
て
五
分
以
上
の
利
子
を
支
挪
ふ
こ
ビ
を
承 

諾
，す
る
を
要
す
る
ご

あ̂
る
可
し
。
而
し
て
其•

步
合
の
圓
き
の
程
度
は
勿
論
借
入
れ
ん
ヾ

」

す
る 

資
金
の
多
寒
に
依
&
て
定
ま
る
も
の
な
り
と
す 

從
つ
て
：

g

定
の
利
子
步
合
が
全
く
何
等
©
影
響 

を
受
け
ざ
る
際
に
於
け
る
ょb
も
、
此
個
人
の 

豁
用
额
は
少
か
る
可
し
。
下
圖
は
其
然
る
所
以 

を
示
せ
り
。

第
卿
圖
の
點
線
^
黑
線
と
似
第
三
國
ど
同
じ 

く

各

々

二

定

不

變

の

利

子

'步

合

と

價

値

時

差

の
 

遞
減
ビ
を
示
す
も
の
な
：る
が
、
鑛
綠
は
新
れ
に 

加
へ
ら
ル
れ
る
も
の
に
し
ノ
て
、
，
借
入
資
金
の
多 

寡

に

準

じ

で

利

子

步

合

の

騰

貴

す

る

を

.
示

せ

锫
八
號

.
5
1
1

圖

f
I
i i

價

値
成

i

o
 

I

て
前
述
の
如
く
、
若
し
資
金
：の
貸
借
：の
行
は
；

,

る

、
際

利

子

步

合

が

全

く

變

動

せ

ず

ど

ぜ

ば

、
借

入

金

. 

额

は
?>
o

に
tt

し

か

る

可

き

も

、
若
し
之
れ
に
反
し
て 

-

集
_

利

子

步

合

が

影

響

を

蒙

b

て

鎖

線

の

方

向

に0M
. 

す
る
.

ビ
せ
ば
、
利
子
步
：合
は
：

®

値
時
差
.
e

c

に
於
て
交
.

,

义
す
可
き
が
故
に
、
‘

個
人
が
»'

際
借
入

.る
、
資
金
の
额 

は

3̂
0
に
非
中
し
て
夹
れ
ょ
む

'も
少
な

.き
0
、0
な
る

可\

L

0 

,
 

■'
 

.

. 

|

第
四
款
■

價値時差
の大別：

ス

.

.

.

以

-L

本
當
に
於
て
說
^

せ
な
が
如
く
、
資
金
に
對
す

j 

る
個
人
の
需
用
は
：旣
定
の
.

利
子
步
合
並
に
資
金
.
の
價
値' 

I

 

時
差
に
依
り
て
定
ま
る
も
の
な
る
が
、
.'

資
金
の
賈
値
命 

差

は

劝

何

に

し

て

決

定

さ

る

\
も
の
.な

る

や

。
是

れ

菩 

人
の
次
'
に
講
究
す
可
，令
重
大
問
題
な
：る
が
、'
吾
人
は
之
Z
 

を
則
资
^

:

る
に
當
>

 

て
先
づ

I

般
資
金
の
.

偕
値
時
差
を
、
 

は
r

.
®.
—

x

s

i

;し
て
、
.
'之
を
«

.

々
別
-

々
に
_.'
■.
論
嚴
.

せ
ん
.

ぐ

J
'

 

欲
す
。ぐ：lj

 

種
ど
味

)

.

.

'

'

ぃ

；.
:1
'ン

'
 
.■: 

'

..

ニ
ー
:;
>

營
利
資
翁
の
價
値
時
差
：
ッ
;

ー
■

■
'

'

卷：：
(：

二
八
.
九〕

'
:
' 

0
 

赞

.

.

界
―

"

f

f

l

l、

ニ
"

非

營

利

資

金

の

纏

塵
''
.
>ノンー.

V

即
ち
是
れ
な
b

g

す

：ボ
此
爾
者
は
同
：I 

.の
振
本
原
則 

に

依

て
.

定
ま
‘
.る
も
.

の
.
.な
.

&

:

-

<

^

:も
，
實
際
«:

會
{:
_於 

て
味
各
令
襄
り
れ
る
堪
情
比
支
配
せ
ら
る
、
を
常
S

な 

す
を
以
て
'

之
を
各
個
獨
立
齒
究
す
る
^

r
層
谷
其 

性
€

^

購
明
ず
；る
上
に
效
果
少
が
ら
^
。
.蔻
し
營
利
資 

金
、
例
へ
ば
靴
製
造
業
に
投
谁
ら
る
：、̂

^

の
.

價
乾
_

 

差
は
生
.

V
J
.

し
て
其
製
造
業
の
利
益
の
率
に
依
b

て
定
ま 

き
も
'

.

非

營

利

資

金

じ

例

；へ
ば
一
個
人
が
亡
父
の 

葬

送

費

に

，充

つ

る

自

的

を

以

て

潜

入

る

、

資

金

のK
t

 

時

差
‘
は
'

斯

く
..の
.如

き

算

盤

を

以

て

針

出

し

得

る

利

益

に 

依
-

^

て
定
^-

る
も
0

.

に
非
ざ
る
は'明
瞭
な
る
を
以
て
、
 

兩
宥
を
.
混
同
す
る
ば
|&

述

を

節

明

な

_ら

し

む

る

の

所

以 

に
非
ざ
.

，る
な
り
。
さ
れ
ば
、
#

人
は
先
づ
次
節
に
於
て 

.
r

者
^

說

明

し

、
第
，：四
節
に
：於

て

狻

者

-R
ir

及

せ
/v
，

t: 

欲

す
。

' 

.

.

*

‘

.第
1_

、ニ
^
^
資
金
の
憤
値
時
恙 

或
人
和一

桌
の
_

:
に
於
；て
若
宁
の
：
^

^

を
借
入
れ
之
、

.

第

羅I'

,

一
着
ぃ



、
” “
 

l

A

I.ミ 

t: rrs:

ふ，：

r

句
I
v
^
:
^
ぶ
^

s

-

lw
-

r

^
姆
潘
ム
伊
在

^
v
r
p
^
K
M
A 

s
t
.
< 

»
 

r
r
^
v
v
v
.
s 

*
«

l-sr̂

 

u
 

.
w
r
r
:
e
,
r 

4
f
/
J

$

怨

へc
1

.1 -

九
〇)

；；雜
；：

錄

被

' 
へ
金
...0娟

，
，
_猫

を
營
利
的
(:
«

用
せ̂

i

欲
す
る
際
に
、
共
人
に
»
す 

ぃ4
資
金
：1

値
時
差
が
或
は
五
分
或
は
七
分
な
る
は
其 

:

未
の
過
去
：,̂
於
け
.

る
，_經
驗
と
1

^

に
於
け
1

嫌
®

 

缺
&

‘
.に
依
りV

.

定
，ま
る
も
.
の
な
^

v

v

/

f,o

、假
b

k

ii
A

 

*>

適
.

*

に
於
て一

萬
圆
め
資
*

を
操
じ
'

乘
を
經： 

#

し
も
«

.

年
千
陶
雜
の
«

利
楚
收
办
^

^

.

と
：せ
ん
が
パ
へ
| 

•

f

に
對
す
る
刺
翁
の
.
步

合

爆
T

一，割
.

に
梢
當
せ
岑
6
: 

; 

| 

勿
論
此
純
'利
0

1
«

人
#

1:
;
某
方
法
を
異
に
す
る
を
ゾ 

以
て
"

|

>

醫

吃

識

中

る

基

ざ

>

 

る
，も
：の
，な
れ
"

ど
、

へ 

少

く 
i

も

其

^

がS
®)
の

率

が

二
 

‘割
.，に
栩
當
す
ビ
思
惟；j

 

ず
る
と
せ
ば
*

此

I

W

が
*

入
に
對
す
る
資
金
の
g

fi

ニ 

..瞄
差
を
定
む
卷
雄
本
原
因
な
り
ビ
ー
す
で
假
ヶ
じ
或
者
於
.•
•-.- 

此
人
の
資
金
中1

.

.千
1»
^

^

|

^

興̂
す
る
r
i 
M
m 

\ 

.求
せ
.ば
、
.
.此

人

«
'
.
〒

圆

&'

對

し
r:
.
l.'
V
-
ヶ
.年

‘
少

名

首

幽
の
利
番
要
求
す
る
な
6

んo

 

.如

何

厶

篇

«

，
千 

’
.圆

の

響

は

純

利

卬

百

圓

減

退

せ

U

,む
冬
に
至
を
可
し 

;

ど
.
想
像
^

^

け
れ
ば
.

な
h

。：.者
じ
：：又
之
に
皮
レ
て
：千
»

'

の
增
資
i

fe
;
ふ
^

^

ば
>

#.
;

4
tw

迄
の
：利
子
を
支

:

樊

‘狨

-
產

拂
.ぶ
な
6
今
'被
何
泣
&'

れ

：
ぼ.
,其
增
資
に
.對
し
。て
苗 

圆
內
外
の
純
利̂

^
加
す
：る
怒
得
る.も

の

な

.P
ど
思
惟 

へ
す
可
：け
れ
ば
なb

。

/

.

.

.
::

斯
く
©

姻
ぐ
へ
福
人
^
^
-
る
營
利
寳
金
め
僧
値
時 

本
的
に
：過
^

の
'經
驗
£
.侬
!>
;.て
定
ま
る
も
の
な 

令
ミ
»

^:〔

猶
ほ
現
在
&

於
|

#

«

'の
.事
情
に
依
り 

"て
’多
少
の
.馨

を

受
く
'

る
を
免
が
托
t

。
特
«

0
f

!

は
：
.
.
.
':
-.

、
 

■

:

ぃ̂

媸
資
0
性
質
;-
'
'
,

;
.
^
 ̂

.

^

s

s

f

 

> 

:L 

.

.

ノ
.5
、
.習

.

讀

：
：
"

：
' パ

い

.

.‘'

:

、
 

，即
ち
是
れ
«:

ザ
：i

す
V
 

^

-

#は
'此
等Q

*

事
情
ヒ
僮
値 

Ii

差

明

が

：に
甘
ん
ビ
欲
す。
- 

•

第
二
.欹
つ
投
賛
の
«

質
迄
ft

德

差

ノ 

個
人
^

對
す
る
.資
余
の
價
値
時
差.は
過
去
に
'於
け
を 

個
^

の
經
^

に
依
办
て
權
*

^

&に
宛
ま
る
も
の
.な 

職
も
ノ
僧
入
資
金
が
或
事
業&
投
^

せ
ら
る
、入
はr

0 

令
其
事
業
が
^
吟
多
年
其
個
灰
於
經
營
せる
も
の
な
り

ど
す
る
も
，
：»

ほ
：將
漆
の
事
賞
後
名

^

失

は

を

ざ

る

趣

炉

：？
假
办
：：に
德
|;
«

營
肩
る
，：\
'

»

業
が
#
年
ニ
刻
の 

S

;

 

て
]1
|

5

啊
は
*

過
去
の
經
驗
^

基
.
づ
<

傲
値
時
.
差
:^

何
#

:

.

益
，を
^

じ
：：?
\

ぁ
.

4

在
 ̂

. 

一'

.

ヵ
‘

の
努̂

^

^

^

ず
ん
ぼ
^

^

是
れ
边
-

^

菩
人
が
©

益
策
擧
ぐ
：る
:0

見

、込
ぁ&
«

「

增

資
0

0

的

を

以

，て
企
_“

資

の

货M

時
差
.々」

0

:

關

係

を

.
論

靡

せ

ん

-?

欲
す
：

霖
家
が
借
^

る
.
S

:

資
金
.
の

價

値

、
時
‘

遊
は
- 

'
 

.

.

る
所
以
な
り
.

ミ
震
而
於
も
投
資
に
は
.
左
0

ニ
秫
:*

る
べ
.

し

.,
0

?

れ
ど
i

M

:

0

鱗
張
：に
嫌
，0
,て̂

嫻
¥

高
む
- 

\ 

• 

こ
：1

盤

^

ざ
る
，可

か

ら

ず

。

 

又
，之

、

■■
•
;
•
,
;
:
、

 

ニ

？

直

接

塞

，
：

:

1
.
1、
間

接

投

資

へ
：

'

. 

8

%

、
：：囊

め

搬

張

の

？

：增

^

^

對

す

る

刺

；

 ̂

•
贞
ず
者
'は
#

猶
.臉
差
に
猶
し
:1
:
:異
れ
る
影
響
を
與
ふ
：

「

^

^

^

^

:
て̂
^

分
迄
1:
も
低
落
す
.る
'0
處
あ
ら
ば
、

, 

.t 

ノ 

る
も
0
な
：る
：.
^

S

て
•
左
に
.別
；々

玲
之
を
討
究
せ
ん
芩
 

一

値

S
I
M
:

は
^

分
®

外
^
定
ま
る
す 

i

)

：

i 

,

す
。
-

，

：
.
.

へ
. 

.
し
。
：雨
令
^

^

之
％
:論

裳

ぱ

：、
：

1

定
の
歌
業
に 

(：

：
. 

.

第
ニ
禪
陳
接
投
資

：

. 

0
0
0
§
.
,
,
,

直

接

投

資̂

は
.
一

個

火

が

自

己

の

計

算

を

以

て

經

營

一

下

す

可

む

。
：蓋

聖

龜

め

狀

麟

の

下

：.に
於
て
ほ̂

し
總
；て
夫
れ
'
:に

附

帶

ず

各

蓮^

負
ふ
；二
；囊

に

資

金
i

金
利
用
め
鸦
度
は
寶
金
-0
:

额

.^

反

比

例

す

名

も

の

な

る

，

. 

裏

^

る
こ
i

s

K

-^
o

夫

小

を

問

は

露

て

の

企

業

ニ

を

替

な

士

マ

ハ
' 

,

u

.

.

.

:

 

’ 

■
',:.

寒

ほ

資

參

恥
f

f

も
l

i

t

:

而
じ
、.

；變

乒
|

.

|

事
業
に
投
資
す
る
際
に
於
け
.
る
® .
.

V T
l&
.t
,

泡
■
資
！4
tt
M

K

:

經
臀
せ
，る
_

業
0

输

資

艺

新

署

値
^

^

他
填
0>

經

譬
.
る
：同

馨

業

の

純

繁

削

合」

• 

'

證

ぼ

S

I

霍

る
H

。
' 

..

に
f

 
f

 

I

I

.

じ
-

假
1

自
已
■

が

i
,

♦

れ
は
、.
'
_

靈

ぶ

黎

て

硏

霞

憂

輝

め

み
.

に
於V

藝

E

事

窘

純

蜃

霞

奮

分
f

し
"，
,

:

f

f

 

a
.

一
九
：！，ど
—

费

'

■

金
で
髂l

i

;

 

'
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第
A.
—

昼

'



1
1
_
:!l|

i

l

l

s

y

^

l

n

s

^

丨
 

rTK-l 

ト
、
r
l 

1
J
- 

*■ 

?
1

:
郯

十

卷

(

一
一
九
二

)

錄

n

金

用

論

第
八
號

:IL

も

新

れ

に

試

んW

す
る
.事

業

？
同

性

質

の

企

業

に

於

て 

他

人

が

現

に
f

割

の

利

益

を

擧

げ

つ

、
.あ

りV
J

せ

ば

、 

價

値

時

差

は

兩

«

の

影

響

を

受

け

て

七

，分

ビ

I

割
の

中 

間

に

定

ま

.る

な

ら

ん

。
若

し

又

新

寒

業

に

類

似

せ

る

も 

の

他

に

全

く

な

し

^

せ

ば

、.
其

際

に

於

け

，る
資
金
の
價 

値

時

藉

は

過

去

の

經

驗

並

に

事

業

成

績

に

對

す

る

豫

想 

と

に

依

6

て
定
ま
る
可
し
。

第
二
項
問
接
投
資 

間
接
投
資V

J

は

他
人
が
其
計

算

を

以
て
經
營
し
自
己 

が

成
織
の
如

何

に

對

し

.て

責

任

を

炱

は

ぎ

る

事
業
に
資 

金
を
役
す
る
を

云
ふ
。

■

の
應
募

は

其
一
例
な
K
v VJ 

す

。

此
ff
:

の
投
資
の
特
色V

J

す

る

所

は

夫
れ
ょ
り
生
す 

る
純
收
入
の
率
が
略
ぼ
一
定
し
且
つ
其
率
が
直
接
投
資 

ょ
り
生
す
る
純
收
入
に
比
し
て
低
き
に
花
ら
。
例
へ
ば 

社
債
の
利
子
は
.大
會
祉
の
W

H1
せ
.る
も
の
は
我
國
に

於 

て
五
分
乃
至
六
分
に
し
て
、
小
會
«

の
も
の
ど
雖
も
、 

八
分
を
出
づ
る
こ
ご
な
し
。
從
つ
て
此
間
接
投
資
を
目 

し
て
資
金
を
借
入
る
、
素
は
稀
な
b

.

s

す
。
如
何

K

と
な
れ
ば
、
斯
か
.
る
.
低
：率
な
る
純
收
入
を
以
て
甘
ん
ず 

る
..者
瓜
自
.
ら
，赝
値
時
差
も
1£

き
，を
常
と
す
る
一
方
低
ぎ 

.
價
値
時

差

：以

！

率

を

以

て

資

金

を

借

入

る

、
.こ
ど
困 

難
‘

な
れ
ば
な
り
。

:.
.

.

公
債
.
も
亦
吾
人
の
見
地
ょ
り
»
債
と
闻
一
に
看
做
す 

'

こ
と
を
得
る
も
の
な
る
が
、
公
債
に
應
蘂
す
る
#
の
價 

値
時
差
は
其
の
利
廻
ち
を
限
度
と
す
る
は
勿
論
な
6
0 

例
'

へ
ば
或
る
公
債
0

利
廻
り
が
年
五
分
な
£

ば
"
五
分 

以
下
な
，ら
で
は
公
僙
買
收
の
目
的
を
以
て
資
金
を
借
入 

る 
>

者
な
：か
る
可
し
。
，叉
合
資
會
祉
に
對
す
る
出
資
は 

普
通
直
接
投
資V

J

看
做
す
可
.
き
も
の
な
る
も
、
若
し
有 

.限

責

饪

社

員

の

出

資

代

對

し

て

一

定

率

の

配

當

を

契

約 

f

ビ

せ
ば
"

之
を
社
漬
又
は
.

公
廣
S

同
穰
に
看
做
す 

い」
i

を
妨
げ
す
。
株
式
會
社
に
對
す
_

る
出
資
も
]5
1

則
ょ 

冲
之
を
觀
れ
ば
K

接
投
資
な
る
も
、
我
國
の
大
會
ft

、
 

例
へ
ば
日
本
銀
行
、
正
金
銀
行
等
の
如
き
.

は

.+
趴
年
間 

j

定

の

配
當
率
を
維
持
せ
，
る
を
以
て
、
此
等
の
株
券
は 

公

債

，

.

債

券

と

殆

：ん
ど
異
な

.

る

听

な

し

V
J

す

。

■

第
.
ニ

款
.

投
資
漭
の
性
：質
と
®

時
差 

營
®

令
：
のff
i

値
時
差
は
大
體
に
於
て
前
述
の
如
く 

企
業
の
^

®

-#
:

に
.依
6
,て
'

定
.
ま
.る
も
の
な
ヶV」

雖
も
、
 

同
時
に

又
投
資
者
の
企
業
熱
並
に
投
機
心
の
®

弱
に
依 

Ky

て
多
少
の
影
響
を
*

る
を
常v

j

す
。：

投
資
者
は
競
爭 

考
ょ
り
も
大
規
模
な
る
事
粢
を
經
營
せ
ん
と
の
虛
滎
心 

或
は
又

j

旦
衰
微
せ
し
家
運
を
挽
囘
せ
ん
と
す
る
願
望 

の
爲
め
身
分
不
想
應
な
る
.事

業

を

企

て

或

は

濫

ぅ

に

旣 

に
*

營
せ
る
事
業
、を
擗
張
せ
ん
i

欲
す
る
結
果V

J

し
て 

事
業
の
利
潤
が
七
八
分
以
上
に
達
す
る
の
確
信
な
き
場 

合
に
於
て
も
の
利
子
を
支
拂
ひ
：て
資
金
を
®
入
れ 

或

は

千

圓

の

資

金

を

借

入

る

、

に
此
め
な
ば
損
失
を
.藤 

す
虡
れ
な
き
際
に
ニ
千
圓
迄
も
借
入
れ
て
、
之
^
附
從 

す
る
總
て
の
危
險
を
窗
す
こ
、/

」

な
し
と
せ
す
。
又
冒
險 

心
に
富
め
る
者
は
一；
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を
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1

’分
の
價
値
時
差
を
感
す
る
も
、
乙
は 

前
者
に
對
し
て
一
割 
一J

分
後
者
b

對

し

で

は

一

一

割

の

©

値
!)
^

差
を
感
す
る
こ
i

4>
る
可
し
o 

■
;

:
,.
, 

\

.

.

第

三

欹S

往
に
於
け
る
生
活
の
.程

皮
• 

. 

|

各
個
'

人
に
翁
し
て
資
金
が
異
な
れ
る
偕
値
時
差
を
有
Z
 

•

す
る
第
ニ
.

の
旅
因
は
注
活
蘚
度
の
栩
速
に
在
り
ビ
す
9 

' 

0
h
y 
.に
中
乙
南
人
が
®

に
同
一
程
度
の
窮
S

に
陷
り
同 

1

の
0

的
|

例
へ
ば
娘
の
婚
嫁
费
W

達——

の
.爲
，め 

に
借
财
せ
ん
.
ど

す

る

時
、
、劳
じ
申
は
#
前
.
一
ヶ
パ
千
澍 

の
生
活
を
な
し
乙
.

は
之
.
.に
、
反

し

月

谏

卵

の

.
生

活

を

せ

し

rn
-
T
*卷

(

.ニ

九

七〉

.
雜 

'錄

.

資

金

.：輝

.
;|
1

.
:輪

.
/ 者

な
.

りV
,

せ
ば
^

印
0

價
#

峙
_

は
-

^

—

暴
の
«

て
0
 

事
情
に
し
'
.て
伺

I

な

り
;^

せ
ば
I

乙
の
®
做
時
藉
ょ 

り
多
少
高
か
.

る
可
し
。.
迤
れ
取
V

當
豪
華
族
の
子
弟
が 

往
々
に
し
て
高
率
の
利
子
步
合
を
以
て
消
費
の
爲
め
に
 

E

额
の
借
財
を
な
す1

原
因
な
り
ど
す
。

第

四

款,:
偾
務
辨
»
^
カ
の
豫
想 

次
に
資
金
の
價
館
時
差
を
し
で
等
表
を
生
I

し
む
る 

も
の
は
債
務
辨
濟
能
カ
に
»

す

る

借

主

_自

身

の

豫

想

々
 

ト
ノi

す
。
此
僙
務
辨
濟
能
力
は
借
财
後
に
於
け
る
所
得 

^

生
^

費
ど
の
楚
ょ
6

生
す
る
も
の
な
'

る
を
以
て
，
所 

得
が
將
來
に
於
て
^

々
堦
加
じ
ゝ
生
許
戮
が
益
々
«
少 

す
る
の
見
込
立
十
铽
立
つ
程
、
此
能
力
の
豫
想
は
大
S
 

な

紙

' 
從

つ

て

偕

猶

時

羞

も

亦

高

か

る

可

し

。
、
蓋

し

將 

來
：に
於
、て
餘
«

の
：生
ず
る.豫
想
を
愈
す
る
者
は
：之
を
以 

て
現
：時
.

の
紙
2

を
賴
ふ
の
念
.
强
ぐ
フ
從
て
益

1々1

^
の 

資
金
な
^
^
.
も
：現
時
.
の

資

金

を

貴

重

觀

す

れ

ば

な

リ

；

-°
然
 

.

所
#

雜

に

生

針
«

_

に
.
.將
*

に

於.
て
M
0 

す
'
る
^

-
^
名

あ

同

時
ft

、

魂

時€

酸

.额

な

る
4」

ビ

臶
八
號
>

、

H

ハ
ー



第
十
^

(

一
一 

ヵ
八)

雑

錄

It

金

霜

f 母

%
八

號

む
あ
^

可
く
*

叉
却
て
«

少
す
る
：や
ぢ
知
，各
可
か
ら
ず
。
 

普
通
各
'
個
人
の
所
得
味
將
來
に
於
‘て
增
加
す
る
も

0

に 

レ

て
，
殊
に
企
ま
家
に
於
て
然
り
を
云
ふ
を
#

る
h
 

公
債
、
社
偾
、
：銀
行
及
び
多
敏
の
大
.
會
1|
:

の
株
式
、
不 

動
産
"

銀
行
预
.
金
"

息

給
:'
*
貴
#

金
等
ょ
り
生
ず
る
收 

入
"

即

ち

所

謂

不

勞
所
得
に
依
り
て
.衣
食
す
る
者
の
所
へ 

得
は
稍
々
ヤ
定
し
て
_

に
於
で
大
に
增
減
す
る)

J

 

e
 

な
しV」

云
-i
,

を
至
當
と
す
。
又
&

1

4

人
4

|

の
.
最

大

活

動
 

期
を
脫
し
れ
る
漭
に
し
て
勤
勞
所
得
の
み
に
依
り
.て
衣 

食
す
る
人
の
所
得
は
老
境
に
近
づ
く
に
®

ひ
絲

■々

#

' 

す
る
を
常
と
す
。
次
に
其
子
弟
か
既
に
皆
成
人
し
て
各 

々
獨
立
し
つ
ゝ
あ
る
人
々
‘

の
4 £
計
费
は
漸
次
比
較
的
減 

少
す
る
に
茧
る
可
し
と
豫
想
す
る

を妨げすも、

 

弱
年
の
子
璐
を
宥
す

る

人
の
.生
|(
*

«

は
0

«々

加
す
る 

も
の
.
.な
り
ビ
.
看
倣
す
を
至
當
ど
す
可
き
か
。：

义
何
等
係 

梁

を

有

せ

ざ

る

者

の

生

.討

费

は

比

較

讷

變

動

少

な

き

を 

常
と
す
。

從
つ
て.

將
來
自
己
の
所
得
が
增
加
す
る
も
生
計
费
は
'

却
つ
：て
減
少
す
る
に.至
'?
>
可
し
ム
思
.惟
す
.る
者
あ
.る
ミ 

同
時
に 
>
.前
者
は
減
少
し
後
者
は
膨M
す
！̂

i

豫
.想 

す
名
者
あ
る
可
し
。
：而
し
て
所
得
の
增
減
並

：

に
生
針
製 

の

堦

減

：に

基

づ

く

辨

僙

能

カ

.0
等

差

は

：兩

者

の

組

合

：せ 

の
_如

何

：に

依A

て
生
す
る」

も
の
な
る
.が
、
此
組
合
せ
i
 

憤
務
辨
償
能
カ
芩
の
關
係
は
左
に
示
す
が
如
し
。

v ^ 、

九 八 七 六 五 四 三 ニ

豫 所

得

想 の

減 減 诚 不 不 不 增 墙 增

‘ i j  m 励

1
11

诚 不 堪 減 不 增 诚 不 增  

動 ’ 動 B

辨愦能力

.
债

値

呻

遨
 

の豫想の大小

小 最 火 屮 小 最 火  

小  大

小 摄 大 中 小 最 大  

小  大

0

S

其
他
の
猥
因

，•
ぃ

-

- 

.

.

.

.

. 

- 

‘

-

前
述
0

事
情
以
外
に
資
金
0

债

値

時

遊

に

影

響

，を
及

ぼ
す
も
の
ど
し
て
はc r

)

個
人
性
、(

ニ)

知
識
の
猫
度 

(

三)

職
業
の
性
質
を
擧
ぐ
可
き
.

か
。

(
；
)

個
人
性
苋
己
の
精
神
に
富
み
遠
き
慮
を
有
す 

る
^

は
現
在
の
欲
蕻
を
滿
足
せ
し
む
る
爲
め
に
將
來
R
 

市
；き
負
擔
を
貽
す
こ
ビ
を
避
く
可
き
に
1̂

り
、
ff
i

値
時 

楚
低
く
；、
之

に

反

し

て

奢

侈

的

欲

®

|

並
に
it

滎
心
の
.

强

\ 

き
漭
は
將
來
に
於
け
る
享
樂
を
锇
牲
に
供
し
て
迄
も
現j 

花
の
欲
僅
を
充
足
せ
ん
ど
す
る
結
果
、
現
a ：
資
金
の
價\ 

做
時
恙
高
し
。
又
字
孫
に
對
す
る
愛
情
强
く
、
所

謂

子\ 

孫
.
の
爲
め
に
美
田
を
購
ば
ん
ど
欲
す
る
*

は
價
値
時
差\ 

低
し
。
さ
れ
ど
此
愛
情
薄
き
か
或
は
：子
女
を
全
く
有
せ
ノ 

ざ
る
漭
の
價
値
時
楚
は
高
し
。
是
れ
獨
身
漭
が
普
通
消
< 

费
のn

n

的
に
珊
し
て
高
率
の
利
子
を
支
挪
ひ
て
偕
财
す
‘ \ 

る
の

1

原
®

な
り
と
す
。
|

*

に
小
成
.
に
安
ん
中
.

る

者

はL 

愤
値
時
差
低
く
、
進
取
の
氣
性
に
富
め
る
潜
は
偕
値
時 

恙
高
し
。
例
へ
ば
現
在
の
地
位
に
甘
せ
ざ
る
小
壯
氣
®

.の
才
子
は
自
己
の
運
命
4 >
.開
祐
す
る
爲
め
に
廣
く
交
際 

を
求
む
.る
必
婴
を
感
じ
れ
る
際
、
若
し
交
祭
®
に
充
つ

可
き
資
金
に
不
足
を
訴
ふ
る
こV

J

あ

ら

ば

"

利

を

以
 

て

之

を

借

入

る

、

を

禱

li

せ
ざ
る
可
し
。

(

ニ)

知
識
の
程
度
知
識
に
富
め
る
潔
は
打
算 

的

ビ

な

り

、

無I
I

の
輕
擧
を
愤
む
も
の
な
る
を
以
て
、
 

現
花
の
爲
め
に
將
來
を
犧
牲
ど
す
る
こ
、

/
J

少
な
く
、
從 

つ
て
是
等
の
漭
に
對
す
る
資
金
の
價
値
時
楚
低
け
れ
ざ 

無
智
思
味
の
漭
は
今
H

の
欲
绍
を
充
た
す
に
汲
々
ヾ」
し 

.，て
明
H

の
計
を
立
つ
る

に
^

な

る

を
以
て
、
偕

値
時
轰 

は
高

か

ら

ざ

る

を

得

ざ

る

な

り

。

.(

三

)

職
業
の
性
質
奥
服
估
"
小
間
物
店
の
如
き
注 

命
財
it

に
對
す
る
危
險
少
な
き
事
業
を
經
營
し
又
は
之 

に
雇
傭
せ
ら
る
、
莕
は
永
く
生
存
し
.て
人
生
の
快
樂
を 

悠
々
ビ
し
て
味
ふ

こ
S

を
*®
期
し
得
る
を
以
て
、
典
職 

業
の
爲
め
に
價
値
!®

差
が
^

#

を̂

る
2

な
し
と
雖
も 

®

人
ヽ
馨
官
ヽ
消
防
夫
、
船
眞
其
他
總
て
生
命
を
賭
し 

て
-各
典
職
務
を
遂
行
す
る
を
製
ず
る
職
業
並
に
常
に
生 

，命
^.

對
t

る
危
險
を
«

し
つ 
>

贫
働
す
る
を
®
す
る
職 

«

ほ

從

辦

す

る

者

は

何

日

阿
：！：

落

命

す

る

や

も

測

ら

れ
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如
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第
十
.
卷
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C

 

1

r.

0
0)

雜 

_ 

錄：' 

賢
' 

金
，
0
;}
)

' 

論

ざ
る
結
.粜
1

し
て
比
鞔
的
將
來
を
«

虛
す
る
す
る
こ
ビ
：

. 

少
な
く
從0
 V

:

惯
値
股
羞
倚
し
：
o 

: 

_ 

V
, 

.
V

 

I

第

六

款h
_
«

;

:
惯

ヘ
...

以
上
說
猶
せ
る
が
如
く
、
芥
個
人
1:
對
す
る
資
金
の
へ 

懷
値
時
，^

ド
徽
響
を
及
ぼ
す
原
^

ば
典
歎
少
か
、ち
中
し
：

I 

^

佌
等
多
數
の
_

が
結
脉
各
個
'0
;

働
倣
時
表
を
.

定
；

j 

.

む
る
も
の
な
り
ふ
す
0:
:‘從
つ
て
ー
晚
綠
例
へ
ば
荷
人
のI 

失
れ
は
#

働
'#

の
夫
れ
A

り
，も
常
に
高
し
ど
，云
K

 

j 

を
#

ず
0
. 

.
1

ー
個
人
が
裔
き
價
値
時
差
を
袍
す
る
か
赍
ゃ
一
. 

を
臟
察
せ
ん
ビ
璘
せ
ば
、
上

觀
0 -

^

t -

を
考
察
せ
る

4

一
 

に
て
判
斷
す
る
を
要
す
。
.

面
か
も
こ
榈
人
が
何
故
に
或| 

i

足
の
愤
做
時
羌
を
布
す
る
か
は
赴
等
の
事
，情
に
^,H

《 

l

A
IL
i

A

力
.
*

 ̂和
^

る
1

位
^
*
^
1
1も
.る.
や
^

^

る
..

を
.

#
'

ば
，
 

之
を
說
)!
J

J

す
る
.

に
雛
か
ら
^

る
な
.ら
ん
タ 

然
り
と
雖
も
• 
.

f

利
資
金
：の
價
値
時
寒
に
於
て
も 

營
刺
資
金
の
夫
れ
に
於
け
る
が
如
く
雷
の
力
を
認

め
.
：

,
第

八

號

一

六
四

ざ
る
可
か
ら
す
。
即
ち
踣
已
の
，感
^

る
'
惯
値
時
羞
0

如
：
 

H-
©

は
ら
ず
、
.世
人
ー
般
の
偎
做
峙
荣
の
影
響
を
蒙 

り

て

、

或
、‘は
比
'

較

的

低

利

な

ら^;
れ

ば

資

金

を

傲

用

す 

る
を
見
合
せ
、
■
或

，は.
北
赕
的
商
_

な
る
利
子
を
支
»
ひ 

て̂

JH

す
る
を
藤
鱗
せ
ざ
る
贺
あ
る

可
しo

1

圓

評

縫
介

小
i

l

著『

麵
|

政

治
.

及

學

說

論

集

』

：

,

火
正
宄
芈
七
刀
博
：文
.

骱
發
行「

:

*
版
四
！±

ハ
：及
货

M
.
Klf
f
l
Q八
.錢

ミ
.-
,

ン
ス
/
F
ベ
ル
グ
敎
授
の
近
蓊

『

心
» '

學
雕
論』 

を
觀
る
に
そ
の
純
稱
の
部
を
分
て
-

固
果
心
理
_

 

C
a
u
s
a

卜
 

P
s
y
c
h
o
l
o
g
y

 

的
に 
H

 

的
*
理
學 

p
u
r
p
o
s
i
v
e

 

p
s
y
d
l
b
-

 

a

g

y

の-1
1

編
ど
爲
せ
リ
。
喷
物
諭
に
對
し
.

で
_
心
論
の 

ほ
«

し
相
る
|^

り
、
天
則i

i

依
て
拘
來
？
る
く 
S

然
界 

乙
旗
り
て
粮
歡
に
既
由
亦
す
と
の
«;
&

に
®
摘
を
來 

V

人
爭
が
或
を
點
ま
で
§

 

i

到
何
事
不 

成
ど
云
へ
る
格
言
に
條

t

m

興
さ
る
v

_

.

り
、'：
也
意
の 

岡
垠
論
的
爾
吸
を
以
て
#

み̂

足
ぢ
る
能
'

は

^

、
ぃ
必
中 

や

料

的l^
te

^

w
を

以

て

之

を

補
^
■，
ざ

る
^

か
'

ら

翁，o
;
.
. 

而
•
じ

て

政

治
.
上

の
&:
ff
i

ど

は

意a

せ
る

行
動

.

に
^ |

で
&

治
上
の
事
象
を
左
‘

*
せ
ん
匕
す
る
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
.、： 

政
治
史
§

虜
究
.
は
：必̂

先
政
治
學
說

0

硏
究
ミ 

進
.ま
W

-

を
#
‘賓

多

年

セ
ニ
ヨ
ー
ボ
ス
、1

流
の
皮
机
へ 

的
解
释
を
現
代
政
治
0

上
に
#

へ
.て
以
て
滿
足
し̂

-
I)
/
 

し
評
*

は
、
ツ
ィ
！ V

ラ
1

敎
授
の『

■

逸
思
潮
史』

を 

熟
_

せ
る
'

ょ
6

以
來
殊
に
こ
の
感
を
深
ふ
，し
、
政
治
史 

の
ii

述
.の
政
治
學
說
の
硏
究
i

粗
離

る
可
か
ら
ざ
る
を
. 

思

惟

し

て

、
宛
が
も
玆
に
：悟

遺

の

端

を

啓

き

れ

：る
办
懷 

を
爲
坆
り
。
.

而

3
.

で
小
跞
塚
敎
授
の
現
代
政
治
史
..に
關
 

す

る

新

著

福

1

半
を
政
治
學
說
.

の
論
評
に
.

割
か
れ
た
' 

る
奢
見
T

評
者
は
敢
て
茲
に
敗
治
史
W

究
'

の
新
速
動
は 

旣
に̂

'
'

の
端
f e

發
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